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特集１受精卵取り違え問題を考える 争
日本生殖看護学会 理事長 森 明子

香川 県立中央病院で起こった受精卵取り違え問 題が公表されたのは、 ２００９年の年明けから一月あ まりを経た

ば か り の、 ま だ 冬 の 寒 さ 厳 し い 頃 で し た。 私 は 職 場 か ら の 帰 宅 途 中 に 携 帯 の イ ン タ ー ネ ッ ト か ら ニ ュ ー ス を 読

む こ と が 多 い の で す が、 こ の 出 来 事 も 携 帯 の ネ ッ ト ニ ュ ー ス で 知 っ た の で す。 衝 撃 と 戸 惑 い、 そ れ か ら 平 穏 で

は居られず、 心配で落 ち着かない夜を過 ごＬま Ｌ れ という のも当該病院には不妊症看護認定看謹師教育課程

の研修症を送ｏ出して おり、 まだ実習が終わるか 終わらないかの時期だｏ たからです。 研修生とは翌朝連絡を

と る こ と が で き、 諮 ち 渚 い て い る 様 子 に 一 先 ず 安 心 Ｌ た ω で Ｌ た。

私 が 動 揺 し た の は 他 に も 理 由 が あ り ま す。 ２００５年、 香 川 県 母 性 衛 生 学 会 の た め 初 め て そ の 地 を 訪 れ、 ２００７年

には聖路加看護 大学別世紀 ＣＯＥ プログラムによる講演会・交流会を自助 グルー プとともに県との共同で開催

し て い た か ら で す。 こ の 問 題 の 当 事 者 の 医 師 に も 協 力 を い た だ い た 経 緯 が あ り ま し た。 な ぜ、 ど う Ｌ て こ ん な

こ と に … と 胸 が 痛 み ま Ｌ た。 患 者 さ ん 達 に 信 頼 さ れ、 評 判 の よ い 医 師 が 結 果 と し て、 と て も む ご い 仕 打 ち を 女

性 と カ ッ プ ル、
ご 家 族 に 与 え て し ま っ た こ と、 生 ま れ て く る は ず の 人 の い の ち を 奮 う こ と に な っ て Ｌ ま ｏ た こ

と が や り き れ ま せ ん で Ｌ た。 こ ん な 残 酷 な 事 故 は も う 二 度 と 起 こ っ て 欲 し く あ り ま せ ん Ｌ、 再 発 防 止 に 努 め な

け れ ぱ な ｏ ま せ ん。

２００９年 ２ 月 鴉 日、 日 本 産 科 婦 人 科 学 会 は 声 明 文 の 中 で、 国 と の 協 力 に よ る 調 査 を 行 う こ と を 径 表 し、
生 嬉 補

助医療実施 施設に対 し、 集施に際 して安 全面に格別ω注意をは らう よう 要講Ｌま した。 同年３月 ３日、 厚 生



② 日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ ２３ Ｊａ口ａｎｅ；ｅ Ｓｏｏ１昌｝ Ｏｆ Ｆ目ｒ廿１１１｝ Ｎ］ｒεｌｎｇ 発 行 日 ２００９－ ６

労働省は受 精卵 の誤移植疑い事例を受け、 特定不妊治療費助 成事業の実施医療機関５５４施設を対象に調 査を依

頼 Ｌ ま し た。 そ の 集 計 結 果 は 同 年 ５ 月１５日 に プ レ ス リ リ ー ス さ れ・ 翌 日 ω 新 聞 各 紙 を に ぎ わ せ て い ま Ｌ た の で・

記 事 を お 読 み に な っ た 方 も い ら っ し キ る で し 上 ㌔ こ の 調 査 結 果 は 残 念 な が ら ホ ー ム ペ ー ジ 等 に は 公 開 さ れ な

いとのこと でＬたが、 今回の事故の間 題以前に日本の生殖補助医療の現場の 実態の一面を現す・ たいへん示唆

に 富 む も の で あ る と 思 い ま し た。 そ し て 医 療 安 全 管 理 体 制 面 に 開 Ｌ て も
・

今 回 の よ う な 事 故 の 起 こ る 可 能 性 の

あ る 素 地 と し て は、 香 川 県 立 申 央 病 院 と い う 一 病 院 だ け ω 問 題 で は な い こ と を 示 し て い ま した。

ほ と ん ど の 施 設 で、 胚 ・ 配 偶 子 を 扱 う た め の 使 用 器 具 に つ い て・
氏 名 の 記 入、 色 分 け 等 に よ る 対 応、 「一 操

作一想者」 の徹底がなさ れていると回答されていま し た しかし・ 取η違え防止のための 複数人による ダプル

チ ェ ッ ク に つ い て は、
全 医 療 機 関 の１５．６％、 病 院 の２２

．
７％、 宥 床 診 療 所 の１ｌ．概 、 無 床 診 療 所 の呂。１％ で 実 施 し て

い な い こ と が わ か っ た ω で す。
ま た

、
こ う し た 不 妊 治 療 に か か わ る 作 業 を 含 む 医 療 安 全 管 理 の た め ⑳ マ ニ ュ ア

ル に つ い て は、 全 医 擦 機 関 の２５ 脳 、 病 院 の３｝、Ｏ％、 有 床 診 療 所 の２４２％・ 無 床 診 療 所 の１９ 眺 が 策 定 Ｌ て い ま せ

ん で し た。 不 妊 治 療 部 門 に お け る イ ン シ デ ン ト や ア ク シ デ ン ト の ケ ー ス を 報 告 す る 制 度 に つ い て は、 全 医 療 機

関 の１５，３％、 病 院 の１４０％、 有 床 診 療 所 の１４ 服 、
無 床 診 療 所 の１呂・７％ に 作 ら れ て い ま せ ん で し た。 な お・ ２００呂年

１２月 か ら２ｏ０９年 ２ 月 の ３ ヶ 月 間 に、 結 果 報 告 書 中 の 患 者 名 の 誤 ｏ や イ ン キ ュ ベ ー ク ー の 電 源 が 切 れ て 胚 発 育 に

影 響 が 出 た と い っ た、 イ ン シ デ ン ト ま た は ア ク シ デ ン ト の 報 告 が あ ｏ た 施 設 は１６．５％ に の ほ っ て い ま Ｌ た。

この調査結果の報道飛表と同時に、 厚生労働 省は 「特定不妊治 療費助成事業の実施医療 機関における 設備・

人貝等の指 定要件に関する 指針」〔局長通 知 の改止を飛表 しま Ｌた。 すなわち・ 医療法 施行規則に 定められ

ている安全管 理ωための体制の確保を明 記すること・ 不 妊治療実施責任者の責務と して・ 不妊治療に特化 した

医 療 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル の 策 定、 施 設 ・ 設 備 に つ い て の 安 全 管 理・ 記 録 ・ 情 報 等 の 管 理 が 必 要 で あ る こ と を 記

載 す る こ と に Ｌ た の で す。 医 療 安 全 管 理 に 関 す る 職 員 研 修 の 実 施 は、 マ ニ ュ ア ル 策 定 よ り は 進 ん で い る と は い

え十分と は言 えず、 日本産科婦人科学会 では、 研修を義務づけ・ 新たな登録や登録吏新の条件にする考 えのよ

う で す。 一 方、 エ ン プ り オ ロ ジ ス ト ら で つ く る 目 本 臨 床 エ ン プ リ オ ロ ジ ス ト 学 会 は
、

２００９年 ６ 月 １ 日、 「配 偶

子 お よ ぴ 受 精 卵 の 取 り 適 え 防 止 の た め の ガ イ ド ラ イ ン」 （ｈｔｔｐ：〃ｅｍｂｒｙｏｌｏ呂岨ｔｊｐ／ｍｏｄｕ１ｅ筍ノ且ｕｉｄ巴１ｉｍ昌ノ〕 を 制 定

し た こ と を 公 表 Ｌ ま し た。 具 体 的 な 配 偶 子 お よ び 受 精 卵 の 取 り 違 え 防 止 策 と し て、１ 取’〕違 え 防 止 へ の 参 加 者、

２、 配 偶 子 あ る い は 受 精 卵 の 入 っ た デイ ッ シ ュ な ど の 容 器 へ の 患 者 情 報 の 記 載・ ３ ＡＲＴ ラ ポ に お け る 配 偶

子 お よ ぴ 受 精 卵 の 取 り 扱 い 基 本 原員一１， ４
．

イ ン キ ュ ベ ー タ 内 に お け る 配 偶 子 お よ び 受 精 卵 の 入 っ た デ ィ ッ シ ュ

な ど ω 容 器 の 収 納 場 所 管 理 に つ い て、 ５． ラ ポ 内 外 の 精 液 ⑳ 入 っ た 容 器 の 畳 け 渡 Ｌ に つ い て、 ６一
採 卵 ・ 受 精

卵 移 植、 ７． 配 偶 子 あ る い は 受 精 卵 の 凍 結 保 存 操 作 ・ 融 解 操 作 に つ い て・ の ７ 項 目 が 設 け ら れ て い ま す。 日 本

の 現 状 に 合 わ せ た う え で、 英 国 の ガ イ ド ラ イ ン で も 重 視 さ れ て い る・ 各 作 業 工 程 の ダ プ ル チ ェ ッ ク だ け で な く・

そ の 履 歴 が 残 る こ と ｛ト レ ー サ ピ リ テ ィ ［追 跡 可 能 性］ の 確 保〕 に つ い て も 言 及 さ れ て い ま す。

国 や 学 会 の 動 き を 経 て、 こ の 春、
新 た な マ ニ ュ ア ル 作 珂 や 見 直 Ｌ・ 安 全 対 策 な ど に 追 わ れ た 施 設 も あ る こ と

で し ょ う。 事 故 が 起 こ っ て か ら の 対 応 は、 後 ろ 手 と 言 わ ざ る を 得 ま せ ん が・ こ れ を 機 に 患 者 さ ん に と っ て も 医

療 者にとっても望ま Ｌい改善がはかられていくことを望みます。 私自身はこう した対応に加 えて施設の査察を

含 む 監 査 の シ ス テ ム を 構 築 す る 必 要 も あ る の で は な い か と 考 え て い ま す。 ＨＦＥＡ の 厳 Ｌ い 監 査 に あ え ぎ な が ら

も 「患 者 さ ん の た め に 必 要」 と 述 べ て い た 英 国 の 生 殖 看 謹 師 を 思 い 出 し ま す。

本 寄 で は、 受 精 卵 取 り 違 え 疑 惑 を め ぐる 国 や 関 連 学 会 の 対 応 に つ い て ま と め て み ま し た。 前 号 の ニ ュ ー ス レ

タ ー２２号 で は、 今 回 の 事 故 を 受 け て の、
生 命 倫 理 に 関 す る 論 議 に つ い て の ウ ェ プ サ イ ト を 複 数 紹 介 Ｌ ま し た。

さ ま ざ ま な 立 場 か ら の 意 見、 考 え を 知 る こ と が 大 切 で す。

「体外受 精はもはや先端的な技術ではない、 ふつうの病院で行える一般的な技術になっ ている」 という 主旨

の 言 葉 を 私 は こ れ ま で 複 数 の 医 師 か ら 聞 き ま Ｌ れ 確 か に そ う か も Ｌ れ ま せ ん
・

け れ ど も・ 聞 く た ぴ に・ そ の

言 葉 の ど こ か に 憤 れ は な い の か、 生 命 を 操 作 す る こ と を 特 別 に と ら え る 構 え を 失 っ て は い な い だ ろ う か と・ 危

う さ を 感 じ ま Ｌ た。

こ の 問 題 は 国 民 全 体 の 問 題 で す。 私 た ち 看 護 職 も 日 常 の 業 務 の 中 で・ か け が え の な い 人 の い ω ち と 人 生 を 大

切 に す る た め に、
ど う Ｌ た ら よ い の か、

皆 さ ん 一 人 ひ と り・
考 克 て み て ほ Ｌ い と 思 い ま す。
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第６回生殖看 護実践セミナー

生殖 医療の技術は日々進歩 しています。 しか し、 受精卵の 取ｏ遠え事件等、 生殖医療にかかわる 倫理的な問

題 は 多 く、 医 療 者 ⑭ 倫 理 や り ス ク マ ネ ー ジメ ン ト が 問 わ れ て い ま す。

生殖医 療における法 的な側面を含め、 倫理的判断に基づく 看謹実践のあり方について皆様と一緒 に考えてい

き た い と 思 い ま す。

テーマ 『生殖医療における倫理を考える」

■日 時】 平 成２１年 呂 月 ９ 日 旧：１４ ００｛１盾１３０

■場 所】 埼王県立大 学保健医療福布１学部 北棟２０３講義室

【参 加 資 格】 どなたでも 参加できます

一参 加 費】 会 貝 ： 無 料 非 学 会 貝 １１
．
ｏｏｏ円

１プ ロ グ ラ ムｌ

１３：３０山 受 付 開 始

１４ ：ＯＯ｛ １４． ｌＯ オ リ エ ン テ ー シ 目 ン

１４：１ト １５ １０ 「生殖医療における倫理と法」

北里 大学医学部医学教育研究 開発センター

医学原 論研究部門 齋藤有 紀子

１５１１０山１５１２０ 休 憩

１５ １２０｛ １５１ ５０ グ ル ー プ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

１５ －５ ト １６１ ２０ 全 体 に よ る デ ィ ス カ ッ シ ョ ン

１盾 １２０ 山１６： ３０ ま と め

【交適のご案 内】

東武伊勢崎線せん げん台駅下 車 西□より埼玉県立大学行きパス ５分

会 場 ま で の 道 の り は、 埼 玉 県 立 大 学 ＨＰ を ご 参 照 く だ さ い。 ｈｔｔｐ 〃 ｗｗｗ．害ｐｕ且ｏｊｐ／

伸 込 方 法】 申 込 は 事 前 に、 「氏 名、 所 属、 会 員 ・ 非 会 員、 会 員 番 号、 連 絡 先 電 話 番 号、 ＦＡＸ 番 号、

メ ー ル ア ド レ ス」 を 明 記 の 上、 メ ー ル も し く は ＦＡＸ で お 申 Ｌ 込 み く だ さ い。

お 間 合 世 ・ 申 し 込 み 先

日本生殖看護学会 生殖 看護実践セミ ナー担当 坂 ト

住所 埼玉県 麓谷市三野宮８２０番地 埼玉県立大学保健医療福祉学部看護学科内

電 話 ＆ ＦＡＸ ㎝ 一９７ヨー４７７９

Ｅ－ｍ 訓 盟 ｋ副ｊｏ一纈ｋｉｋｏ＠昌ｐｕ、帥ｊｐ

教育推 進委貝会では、 会員が主催する各地区的勉

強会を支 援したいと考 えてお呵ます。 勉菌会を企 画

さ れ て い る 代 表 者 の 方 は、 開 催 日 時、 開 催 場 所、 テ ー

マ あ る い は 内 容、 連 絡 先 ｛住 所、 電 話 番 号、 ＦＡＸ

番 号、 メ ー ル ア ド レ ス） 等 を 右 の 連 絡 先 ま で ご 連 絡

く だ さ い。 よ ろ Ｌ く お 願 い 申 し 上 げ ま す。

教育推進 委員会担当理事 森 恵美

教育推進委員 会担当理事

森 恵 美 ｍｏｒｉ＠ｆ肌 ｕ１ｔｙ．〔ｈｉｂ且一ｕ－ｐ

千葉大学看護学部 母性看護学教育研究分野

〒２６０一呂６７２ 千 葉 市 申 央 区 亥 鼻１一呂一１

ＴＥＬ ｌ ０４３－２２６一皇４１０． ＦＡ Ｘ ：０４３－２２６－２４１４



④ 日本生殖看蕾掌会 Ｎｏ．２３ Ｊａ口ａｎ目昌畠 Ｓｏｏ■ＥｔＶ ｏｆ Ｆ昌ｒｔ■１■１ソ Ｎ ］ｒ呂ｒｎｇ 莞 行 日 ２００９，６

Ｏ◎ｏこ れから 行われる 学会 ・研修会等のお 知らせｏ◎ ◎
（２００９年 ９ 月 山２ｍ０年 錺 月〕

月 日 学 研 修 名 会 場 学 術 集 照 先 事 務 局

ｏ０９年 ２日 ・１ヨ日 日 本ＩＶＦ 学 会 佛 １２回） 江陽 グラ ン ドホ テ」 日 本ＩＶＦ 学 会 事 務局

９ 月 （仙 台 市〕 ＴＥＬ （０６〕喧田｛一 鯉 ４

Ｆ＾Ｘ （０６〕 喧５ヨ４一髄７右

ｔｔ頂１〃 Ｗ Ｗ 冊．
Ｍ－Ｅｔ

．肥ｔノ

ヨ日 日 本 生 殖 看 護 学 会 佛 ７ 回〕 ≡ 重 県 立 看 謹 大 学 三 重 県 立 看 謹 犬 学 母 性 看 護 挙 教 室 〔崎 山〕

「文 化 ω 視 点 か ら 生 殖 看 護 を 考 僻 市〕 ＦＡＸ 〔０５９〕２盟一５箇１箇

え る」 ｔ巾１〃ｊ昌ｉｎ、㎜ ｉｎｊｐノ

９目 ・２０日 世 界 看 謹 科 学 学 会 （第 １ 回〕 神 戸 国 際 展 示 場 ｔ巾１〃 Ｗ ｎ；、ｕｍｉ皿、ｎＥ加 ノｉｎｄ 眺」１ｔｍｌ

「看 謹 知 識 の 新 た な 領 城 の 創 造 （神 戸市〕 ｔｔ呵〃ｗ司岨ｕｍｉ皿ｊロノｉｎｄ帆ｈｔｍｌ

＝向 け た 挑 鞭」

７日 ・２害日 日 本 母 性 衛 生 学 会 （ 筋 ｏ回） ｛シ フィ コ 横 浜 京 都 橘 大 学 内 母 性 看 護 学研 究 室

「温 故 知 新 １２０世 紀 の 軌 跡 か ら （横 瞑 市〕 ＴＥＬ／Ｆ＾Ｘ （０７５〕５ 伜 ４２石１

未 来 を 拓 く」 廿ｐ 〃 Ｗ ＷＷ，ｂＯ呂副・ｄ 肥ｉ，Ｏ晒ノ

ｌｏ月 ４日 ・１５日 日 本 看 護 サ ミ ッ ト 北 撫 道’０９ ヒ海 道 厚 生 年 金 酉 館 柚 北 海 道 看 謹 協 右

（第１４回〕 一 ウ ェ ル シテ ィ 札 幌 ＴＥＬ ｛Ｏ１ｌ〕 醐 一研３１

｛札 幌 市〕 朋 Ｘ （Ｏ１ｌ） 湖 一ヨ２０４

ｔｔｐ１〃 ｗ ｗ ｗ．
ｈ吐ｎヨ．０ｆｊｐ／ｉ皿ｄ 肌 ｈ 血 」

１日 一１７日 Ａ ｍＥ ｍ 目皿 Ｓ皿１Ｅｔｙ ｉｏｒ ア ト ラ ン タ ＡＳ亘 Ｍ

Ｒ 即 ｍｄ皿ｔｉｖｅ Ｍｅｄｉｄ 肥 （米 国 ジョ ー ジ ア 州〕 ｔｔｐ：〃 ＷＷ Ｗ．舶ｆｍ』ｆ且

５山Ａｎｎｕ副 Ｍ 舵 出 且

Ｉ日 ・ 性 科 学 セ ｛ ナ ー （第１１回〕 犬 宮 ソ ニ ッ ク シ テ ィ 奇 玉 社 会 保 険病 院精 神 神 経 科

１月 １ 日 日本 性 科 学 会 （第 蝸 回） （さ い た ま 市〕 大 会 事 務 局 く担 当 ： 花 村〕

「男 と 女 は こ う つ く ら れ る」 ＦＡＸ （０２０〕４ 欄 一盟 鵬

ｔｔｐ 〃 １４，Ｐｌ１ －Ｐノ 畑畠／’ ｄ畠 ｈｔｍ

１１月 ２日 １２ヨ目 日 本 生 殖 医 学 古 （第５４回） 万 川 県 立 目 楽 堂 ノ 金 沢 大 学 医 学 部

ＡＮＡ ク ラ ウ ン プ フ 泌 尿 器 科 学 教 室 内 （担 当 １ 高、 井 後〕

ザ ホ テ ル 金 沢 産 婦 人 科 学 教 室 内 （担 当 ： 小 池、 橋 向〕

（金沢 市〕 ＴＥＬ （０７右〕 ２信５一別２ヨ

Ｆ＾Ｘ ω７后〕 ２；４－４２冊

ｈｔ巾：〃 ｗπ 冊ｊ昌ｒ皿ｏ日Ｐ／

７目 ・ 鴉 日 日 本 看 護 科 学 学 会 （第２９回〕 幕盟メ ソセ 国隠会護 場 第 四 回 日 本 看 謹 科 学 学 会 学 術 集 会 事 務 局

「文 化 を 尊 童 Ｌ た 看 護 学 の 探 究 幕張イ ペントホール 千 葉 犬 学 犬 学 院 看 謹 学 研 究 科 内

と 貢 献」 く千葉 市） ＦＡＸ （Ｏ側 ２胱一２４７１

ｔｔ口 〃Ｐ１朋 品ｕｍｉ皿、肌ｊ口／’ｊ珊冒／

Ｉ２月 １日 ＾１茗日 日 本 家 族 計 画協 宮 ＫＦＣ ピル 日 本家 族 計 画 協 会 研 修 課

「コ メ ヂィ カ ル の た め の 遣 伝 カ （東 京都 墨 田 区〕 ＴＥＬ （Ｏヨ〕３２庖筥一４７朋

ウ ン セ リ ン ダ セ … ナ ー Ｆ＾Ｘ ω３〕 冒蝸 ７－２伍囲

｛上 級 コ ース〕」 （第３３回〕 ｔｔｐ〃 Ｗ ㎜π 加 乱Ｏｔ一頂ノ

０１０年 ４日 日 本 生 殖 医 療 心 理 カ ウ ン セ 』 ン 都 市 セ’ タ ー ホ ァ」 肚口 〃 ＷＷ ＷＪ 即 ｍ・口町 ｄｌＯ』ｒ臼／

１月 グ学 ム （第 ７ 回〕 （東 京都 千 代 田 区〕

茗月 別 日 ・２１日 日 本 助 産 学 司 （観 ４回） つく ぱ 国 際 舌 識 場 第 別 回 日 本 助 産 学 古 学 術 集 古 事 務 局

「助 産 を 育 む （つ く ぱ 市〕 ㈱ Ｍ Ａ コン ベ ン シ ョ ン コ ンサ ルティ ン グ内

一 且田畠ｉ皿且 Ｍｉｄｗｉｆ肌ｙ 一」 丁 肌 （Ｏ割 ５〃５－１１錺１

Ｆ＾Ｘ （Ｏヨ〕５２７５－１１９２

１１ 帥１〃 則 岨 肥．ｕｍｉ皿、肌一Ｐ／頂ｍノ

‡ 加０９ 年 ６ 月 １ 日 現 在 の 情 報 で す。 辞 細 は各 学 会 ・ 学 術 集 会 事 務 局 へ お 間 い 合 わ せ 下 さ い。



日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ．２３ Ｊａ口目ｎｅ冒ｅ Ｓｏｏ１昌ｔＶ ｏｆ Ｆｅ【ｔｉｌｌｔｙ Ｎｕｒ呂■ｎｇ 薬 行 目 ２００９ ６ ⑤

ｔ
第６醐本 麟 織 輪 事例検討会報部）１ 一 』 ■ 」 ■ 一 一 」 ，

■
１

橋村 富子報告者：滋賀医科大学医学部附属 病院

杉野 寿子大阪市立総合医療センター

一テ ー マ】 結 婚 後、 セ ッ ク ス レ ス に 陥 っ た 労 ツ プ ル ヘ の 援 助

螂 例紹介】

芙 Ａ 氏 （金融関係勤務・帰宅は２１時頃〕、 妻 Ｂ氏 （パートタイムとして勤務） ともに珊代半ぱであ 乱 入籍後

し ぱ ら く別 居 し、 同 居 期 聞 は ５ ヶ月 で あ 乱 家 族 構 成 は 夫 の 母 親・ 夫・妻 の ３ 人 暮 ら し で、 産 科 歴・ 治 療 歴 は な い。

く間題の経輝〉知人の紹介で知り合い、１．５年位付き合った 後に詰婚し れ 付き合っ ている間、 数回性交渉

は あ っ た。 「結 婚 後 は 夫 が 触 れ よ う と せ ず、
全 く そ の 気 が を い。 夜 の 生 活 以 外 で は 不 満 は な い 淋、 セ ッ

クス がないことで 自分が愛され ていないので はないか」 と 妻は危慎 して い 乱 一方、 夫は、 「結婚 Ｌて

妻の嫌な部分が見 え、 自己中心的な妻とセックスする気 になれない」 と感１二てい 乱 子 どもをもつこと

に 対 す る 夫 婦 の 意 見 は、 子 ど も は 夫 婦 生 活 の 結 果 で あ る、 と 一 致 し て い る。

く相誠の経樽〉妻か らの電話相談が１回、 その後夫から電話 （１回〕 があり面接相 談を予約、 夫 婦で面叢

相談 へ来院された。

口 例握供の意図】

夫 ・ 妻 そ れ ぞ れ か ら 話 を 聴 く 中、 妻 の 夫 の セ ッ ク ス や 性 機 能 に 対 す る 捉 え 方、 夫 自 身 の そ れ ら に 対 す る 捉

え 方 が 異 な っ て い る と 思 わ れ た が、 話 を 聴 く だ け で 精 」 杯 で、 十 分 に 対 応 で き な か っ た。 そ こ で、 ① カ ッ プ

ルの面接 の際ω柱意事噴 ｛面接椿造、面接 技法、セックスレスに関するアセスメ ントの視点〕、②相鼓記螢 〔内

容 分 析〕 か ら、 夫 へ の 刺 応 と し て、 よ リ 深 く か か わ る 方 が よ か っ 走 点 及 ぴ 有 効 在 ア プ ロ ー チ に つ い て、 皆 様

方 の ご 意 見 を い た だ き た い。

【ディ スカ ッションの主な内 割

１〕 事 例 に 対 す る 意 見 ・ 感 想

・ 紹 介 事 例 と 同 じ よ う な 相 談 を 受 け る 穣 会 が あ る が、 対 応 に 苦 慮 Ｌ て い る。

・ 傾 聴 の み の 対 応 と な り、 対 象 が 満 足 で き て い る の か 不 明 で あ る。

セ ッ ク ス レ ス の 相 談 は、 女 性 側 か ら 受 け る こ と が 殆 ど で あ 乱 離 婚 を 視 野 に 入 れ、 相 談 し て く る ケ ］ ス

も多 い。 男性 はプライ ドの問題があり、 相 談Ｌにくいこ とも考吏られ 乱 夫婦の 問題は、 義理親との同

居 に 端 を 発 Ｌ て い る こ と も あ り、 別 居 も 一 手 段 で あ る と 思 う。

望〕 検討 事項に対するア ドパイス

ｌｌ〕夫のカウ ンセリングヘの期待 く目的） の明確化

対象 が 「カウ ンセリ ング」 に期待すること は何か？看護 者がその役割・機能を担うことが可能 であるか、
専 門 家 ヘ コ ン サ ル ト す る 必 要 が あ る の か 見 極 め る た め に カ ウ ン セ リ ン グ の 目 的 を 明 ら か に す る。

ω情報収集

カ ウ ン セ リ ン グ の 目 的 を 明 ら か に し、 必 要 時 専 門 家 へ つ な ぐ判 断 を す る た め に、 面 接 を 通 じ、 話 さ れ た

内容の不足点や以 下の項目について情報収 集す ん 情報収集の項目と して、 夫については既往 歴、 今ま

で の 交 際 歴 と 性 歴、 現 在 ω 性 的 状 態 〔早 朝 勃 起 や マ ス ク ベ ー シ ョ ン の 有 無 ・ 頻 度、 射 精 な ど の 状 況〕、 詰

婚 後 の 生 活 状 況、 不 妊 治 療 に ま つ わ る セ ッ ク ス レ ス か 否 か、 他 の 原 因 の 右 無、 姑 の 交 際 歴 等 で あ 乱

㈹面接 システム及ぴ面撞技法についての配慮
・ 効 果 的 な 面 接 に す る た め に、 対 象 ・ 看 護 者 の 集 中 力 や 疲 労 を 考 慮 Ｌ 時 間 設 定 を す る。 １ 回 で 終 わ ら な

い と判 断した場合、 同意を得たう えで次回の面接につなげる。
・相 談者の文脈に沿ｏ て話を聴く中で内容を明確化していく。
・ 夫 ・ 妻 の 同 席 は、 お 互 い の 同 意 を 得 た 上 で 行 う。

同 席 す る 場 合、 同 席 の 場 で 話 題 に し て い い こ と、 そ う で な い こ と の 確 認 を Ｌ て お ㍍

カ ッ プ ル の 思 い の ず れ を 調 整 す 乱 着 護 者 が、 夫 ・ 妻 個 々 の 同 意 を 得 て、 （伝 わ っ て い る と 思 っ て い る

が〕 伝 え き れ て い な い お 互 い へ の 思 い ・ 認 識 を 伝 え る こ と に よ っ て、 夫 ・ 婁 双 方１こず れ が あ る こ と を

気 づ い て も ら う よ う に す る。
・ 夫 婦 が ど ⑳ よ う に Ｌ た い か 確 認 す る。

【箏例槍肘会を終えて】

当目は貴重なお昼休 憩⑳時聞にもかかわらず、 ３０名近い方湘参加 Ｌ れ 短い時聞の中、 然心に且つ積極的

に 参 加 Ｌ て い た 方 が い た 一 方 で、 ディ ス カ ッ シ ョ ン の 時 間 が 十 分 で な い 等、 消 化 不 良 に 終 わ う た 方 も い た。

ディ ス カ ッ シ ョ ン で は、 日 々、 ケ ア を 模 索 し カ ッ プ ル と 向 き 合 ｏ て い る 方 の お 話 を 聞 き、 励 ま さ れ る．思 い

が Ｌ れ また、 さま ざまな立場の方から示唆に富 むご意見が出され、 新たなケアの視点を得ることができ れ

こ の ケ ー ス の 看 謹 に つ い て、 明 確 な 答 え が 得 ら れ た と い う わ け で は 削 ㌦ し か し な が ら、 生 殖 医 療 の 領 域 で、

カ ッ プ ル カ ウ ン セ リ ン グ、 セ ッ ク ス レ ス で 悩 む 方 へ の ケ ア に つ い て、 看 護 者 の 呆 た す 役 割 の 童 要 性 を、 改 め

て 認 識 す る こ と が で き た の で は な い か と 考 え る。



⑥ 日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ ２３ 」ａＯａｎｅ；ｅ Ｓｏ〔１筥ｔｙ ｏｆ Ｆ町ｔｒｌ１ｔソ Ｎｕ［；ｌｎ昌 発 行 日 ２００９・ ６

“ 、．
璽 会報告 ４函

Ｈ 時 ２００目年 昌 月１９日 閑 階 議 事 項］ １．入会審査一５名の新規入会を 承認・ ２・研究助疵対象者からの間い合わせについて函
口 時 ’２００畠年 ４ 月 ５ 日岨〕 階 議 事 項】 生 殖 毒 謹 セ ミ ナ ー 伽 開 催 に つ い て函
１一 時 ：２００９年 ５ 月１５日 蟷 １呂、Ｏ ト ２０．如 場 所 ’ 聖 路 加 看 護 大 学 ２ 号 館 ５ 階 ミ ー テ ィ ン グ ル ー ム

２〕 編集委員会：現査 読委員の負 担軽減のため査読委員⑳増員要望。

２． そ の 他

第７回生殖看護学 会学術集会 経過報告

演 題 は２２題 （□ 演１０題、
ポ ス タ ー１２題〕 の 申 し 込 み あ り。

一審議事項】

１、
入 会 審 査 ： ３ 名 の 新 規 入 会 を 承 認。

２ 医療技術評価提案書：在宅自己注射指導管 理料の再評価について提案の予定。

３、 不妊症看護 認定看護師ポストコース開催１第７回学術集会前日 （９月１２日） に不妊症看謹認定看護師のポ

ス ト コ ー ス を 開 催 す る 予 定。郵 『ＭＦｌＣＵ で 思うこ と」
北村 明子高 知 医 療 セ ン タ ー

は じ め ま し て。 私 は、 ３ 期 生 の 北 村 明 子 で す。 高 知 医 療 セ ン タ ー に 勘 務 Ｌ て い ま す口

不妊症看謹 認定看謹師の資格を得てか らもう４年になりま し れ １年目は不妊看護相談開設に取呵組 み・ 今

は 週 ４ 時 間 で す が、 予 約 制 ω 看 護 相 談 枠 を 設 け て 活 動 Ｌ て い ま す。 昨 年 か ら は ＭＦ－ＣＵ に 勤 務 し て い ま す。 ８

年 ぶ り の 病 棟 勤 務 で も あ ｏ、 電 子 カ ル テ の 操 作 に 不 憤 れ な こ と か ら・ イ ン シ デ ン ト を 起 こ さ な い よ う に・ ほ か

の ス タ ッ フ に 迷 惑 を か け な い よ う に と、 確 実 で ス ピ ー ディ ー な 仕 事 が で き る よ う に な る こ と が 咋 年 の 目 標 で し

た。 今 年 に な っ て や っ と、 こ ⑳ 職 場 で 自 分 の 資 格 を 生 か す に は ど う し た ら い い の か を 考 え る 余 裕 が で き た と こ

ろ で す。

ＭＦＩＣＵ で 勤 務 し て 実 感 し た こ と は、 不 妊 治 療 を 受 け ら れ て 妊 娠 は Ｌ た も の の・ 流 早 産・ 前 置 胎 盤・ 多 胎 妊 娠・

帝 王 切 開 や 胎 児、
新 生 児 異 常 と 様 々 な こ と で さ ら に つ ら い 思 い を さ れ て い る 方 が い ら ｏ し 中 る と い う こ と で す。

自 然 妊 娠 で あ っ て も つ ら さ は 同 じ、
と い う か 悲 Ｌ み は 個 々 そ れ ぞ れ だ と は 思 い ま す が・ 治 療 後 妊 娠 さ れ た 方 に

はやはｏ、 不 妊であること⑭つ らさや治 療のつ らさを振り返りなが らω喪失のケアが必要なのではないかと 感

じ て い ま す。 ま た、 こ ん な 経 験 も し ま し た。
生 殖 医 療 科 外 来 初 診 時 か ら 関 わ り を 持 ち・ 体 外 受 精 で 妊 娠 さ れ た

患 者 さ ん で し た。 切 迫 早 産 で 排 便 コ ン ト ロ ー ル ω ケ ア に と て も 苦 労 Ｌ ま Ｌ れ 妊 娠 さ れ る 前 か ら 便 秘 症 だ ｏ た

ω に、 不 妊 治 療 を 受 け ら れ て い る と き に は あ ま り 気 に か け て い ま せ ん で し た 妊 娠 す る 前 か ら 排 便 コ ン ト ロ ー

ル に 対 す る ケ ア が で き て い た ら 何 か 変 わ ｏ て い た か も し れ な い と い う 思 い が 残 っ て い ま す。

病 棟 配 属 前 の 自 分 は、 知 ら ず 知 ら ず の う ち に 妊 娠 を 目 標 に し て Ｌ ま っ て い た と 大 い に 反 省 Ｌ・ 今 後 は そ の 先

を 見 据 え た ケ ア が で き る よ う に 頑 張 り た い と 思 い ま す。 実 際 に ど の よ う な ケ ア が 必 要 な の か、 ま だ ま だ 暗 中 模

索 状 態 で す が、
妊 婦 さ ん と 多 く の か か わ 呵 を 持 て る 立 場 を 強 み と Ｌ て じ う く り 取 り 組 ん で い 彗 ま す。

生殖医療科外来初診時か ら、 継続的にかかわりを持たせていた だく方も増えて きまし れ これからは・ 身体

面 の ア セ ス メ ン ト も し っ か Ｏ Ｌ な が ら、 そ の と き ど き に 様 右 な 思 い を も た れ て い る そ の 患 者 さ ん の 「今」 の 恩

い に 寄 り 添 う こ と を 大 事 に し て い き た い と 患 っ て い ま す。

パ トンをお渡 しするのは、 同期 の長谷さ んです。 今年 は目本生殖看護学会学術集会が三重県 で開催さ れます

の で、 ぜ ひ、 三 重 県 ⑭ 不 妊 症 着 護 認 定 看 護 師 に お 願 い し た い と 思 い ま す。 よ ろ し く お 願 い い た し ま す。



日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎｏ２３ Ｊａ口ａｎｅ 舵 Ｓｏｃ１目ｔｙ ｏ寸 Ｆ目ｒ廿■１■｝ Ｎ］ｒ呂■□星 発 行 日 ２００９ ６ ⑦

○
も し不 妊 看 護 の 現 場 で 行 き 詰 ま っ た ら・・

日本生殖看護学会が相談にのります ○
実 際 に 患 者 さ ん と 関 わ っ て い く 中 で、 「目 の 前 に い る こ の 患 者 さ ん に どの よ う に 対 応 し た ら い い の だ ろ う 亨」

「忠 者 さ ん と ゆ っ く り 話 が 出 来 る 環 境 を 作 る た め に は ど う Ｌ た ら い い の か 亨」 な ど、 臨 床 の 現 場 で は シ ス テ ム

や 看 謹 観、 倫 理 観 な ど ω 中 で 問 題 や ジ レ ン マ を 感 じ る こ と が あ る と 思 い ま す。

実践開発 委員 会では、 この」：うな様々 な間題に直面した時に直接 ご相 談をお受けＬ、 よりよい不妊看護の方

向 性 を 一 緒 に 考 え て い き た い と 考 え て い ま す。 現 在、こ の シ ス テ ム は 日 本 生 殖 看 護 学 会 の ホ ー ム ペ ー ジ （ｈ廿ｐｌ〃

」昌ｉ皿．ｕ ｍｉｎｊｐノ〕 か ら ω み の ア ク セ ス と な 巧 ま す。

会 員 の 皆 様 か ら ⑳ ご 相 談 を お 待 ち し て い ま す １ な お、 お 寄 せ い た だ い た ご 相 談 の 申 に は、 同 じ よ う な 悩 み

を持つ会員 の皆様の参考 になるものが多く 含まれています。 相談者の同意 を頂いた上、 相談後１年以上経過 し

た 後、 相 談 さ れ た 方 が 特 定 で き な い 形 に 加 工 し、 『不 妊 看 護 に 関 す る Ｑ ＆ Ａ」 と し て、 ニ ュ ー ス レ タ ー や ホ ー

ム ペ ー ジ に 順 次 掲 載 い た Ｌ ま す。 ど う ぞ ご 了 承 下 さ い。

ｌ１驚１１１１；１嘉１ふ 唖
◆相議される場合は…

日本生殖看護学会のホームページに７クセス し、 専用の 「ご相談内容記入用 紙」 に相談内容を山 束る だけ詳

細 に ご 記 入 後、 送 信 し て く だ さ い。 後 ほ ど、 お 返 事 を 送 ら せ て い た だ き ま す。

■ ◎ ２０代前半 の女 性が抗 がん剤 治療 を始める こと
■

に な 巾 ま し た。 治 療 に よ る 将 来 的 な 不 妊 の ■」 能 性
■

を考 えると情 報提 供が必 要なので はない かと思い

ま す。 卵 子 凍 結 は 難 Ｌ い と 聞 い て い ま す が、 現 状

Ｉ
は ど う な ⑭ で Ｌ よ う か。 看 護 職 は ど の よ う に 関 わ っ

１ て い け ば よ い で し 上 う か。

■ ０ 現在行われている卵 子 （未受精卵〕 凍結は、 受

■ 精 卵 凍 結 と ほ と ん ど 同 じ 技 術 で 行 わ れ て い ま す。 卵

■ 巣組織を凍結保存する方法も試みられており、 欧州

１ で は実際 に保存 した卵巣 組織を体 内に戻 Ｌて出産

■ に 至 っ た 症 例 も わ ず か で す が 報 告 さ れ て い ま す。 日

■
本 で も、 慶 応 大 学 病 院、 岡 山 大 学 病 院、 加 藤 レ デ ィ ー

■
ス ク リ ニ ッ ク な ど で 始 ま っ て お り、 今 後、 症 例 数

が 増 え る こ と に よ っ て、 よ り 確 実 に 生 殖 機 能 が 温

存 で き る 方 向 へ 進 ん で い く こ と に な る の で Ｌ よ う。

１
小児 がん治療 体験者は、 『生殖機能の 温存』 とい

一 う こ と を 知 ら ず に 抗 が ん 剤 治 療 を 受 け る の と
、

知 っ

一 た 上 で 自 ら 選 択 す る ω で は、 ご 本 人 に と っ て 『ま っ

１ た く 違 う こ と』 な の だ と 語 っ て い ま す。

一 た だ Ｌ、 排 卵 誘 発 剤 な ど 採 卵 時 に 使 用 す る 薬 剤 に

Ｉ よ っ て は
、 が ん 治 療 に 悪 影 響 を 及 ぽ す こ と が あ る

１ の で、 が ん を 診 て い る 科 と の 連 携 も 必 須 で す。 聖

一 路 加 国 際 病 院 の り プ ロ ダ ク シ ョ ン 外 来 で は、 が ん
■

治療 にお ける 生殖 機能 障害のリス クや 機能温存の

可 能 性 な ど に つ い て、 時 間 を か け て 丁 寧 に 説 明 し、

希望者には採卵 ｛男性の場合は採精〕 を行っていま

す。 採 卵 ・ 凍 結 保 存 は 自 費 診 療 と な る た め、 が ん 治

療費に加えて費用がかかります し、 ある 程度の時間

も 必 要 で す か ら、 ス ケ ジ ュ ー ル な ど を よ く お 話 し す

る 必 要 が あ り ま す。 ま た 倫 理 的 な 問 題 に つ い て、 対

象者の年齢や生 死が関わってくる場合を考え倫理委

員 会 等 で 十 分 な 審 議 が 必 要 で Ｌ よ う。

肩護職は、 医師から与えら れた情報を想者様 ご自

身 が ど の よ う に 認 識 Ｌ、 ご 本 人 が ど う し た い か 一 そ

ω方 らＬく選 択でき るよう に支 援する 役割 を受 け

持 つ こ と が 出 来 る と 思 い ま す。 時 と Ｌ て、 限 ら れ た

時 問 で 様 々 な こ と を 選 択 す る 必 要 性 が 出 て き ま す Ｌ、
ご 本 人 が 選 択 す る に あ た っ て は、 現 状 を 正 Ｌ く 認 識

す る 必 要 も あ り ま す。 そ の た め に、 そ ⑳ 方 ⑳ 背 景 ［年

齢、 既 婚 か 未 婚 か、 出 産 歴、 既 往 歴、 現 病 歴、 生 殖

機 能 に 影 響 す る 治 療 を 行 っ て い る か、 再 発 や 転 移 な

どにより再度生殖機能に影響する治療 （主に抗がん ■
剤 や 放 射 線 療 法、 手 術 な ど〕 を 受 け る ⑳ か、 治 療 ま １

でに時間的余裕が どの程度あるかな ど］ を知る必要 Ｉ

が あ ｏ ま す。 そ の 上 で、
ご 本 人 が ど の よ う な 情 報 を ■

も と に、 ど の よ う に 選 択 す る の か ｉ ＋ 分 に 話 を 聞 き、
一

状 況 を 整 理 し た 上 で、 意 思 決 定 の 支 援 を 行 う こ と、
■

これは看護職だから出来るとても大きな役割だと思 一

い ま す。
■



⑧ 日 本 生 殖 看 護 学 会 Ｎ０２３ 発 行 目 ２００９ ６

１、 日 本 生 殖 石 謹 学 会 へ の お 問 い 合 わ せ、 会 員 に 伝 え た い 情 報、 ニ ュ ー ス レ タ ー に 関 す る ご 希 望 １ ご 意 見 な ど

が あ り ま し た ら、 ＦＡ Ｘ １０３－５２２石一６３呂Ｏ も し く は Ｅ－ｍ 刮１：」昌ｉｎ＠昌１㎝、一〔Ｊｐ ま で、 お 気 軽 に ご 運 絡 く だ さ い。

２、 ニ ュ ー ス レ ク ー は 郵 送 で は な い の で 転 送 は さ れ ま せ ん。 Ｌ た が っ て、 住 所・氏 名・所 属 等 の 変 更 が あ る 方 は、

速 や か に ご連 絡 く だ さ い。

３
、

お 知 り 合 い の 方 を ぜ ひ 日 本 生 殖 看 謹 学 会 へ お 誘 い く だ さ い。 入 会 希 望 の 方 が い ら っ し ゃ い ま し た ら、 入 会

案 内 を お 送 り し ま す の で、 お 名 前、 ご 連 絡 先 を お 知 ら せ く だ さ い。

４、 日 本 生 殖 看 謹 学 会 ホ ー ム ペ ー ジ ｛ｈｔｔｐ＝〃」呂１皿．ｕ皿ｉｎ」ｐ〕 を 適 宜 更 新 し て い ま す。 ぜ ひ 新 Ｌ い 情 報 を ご 活 用 く

だ さ い。

重 要 会費の納入をお願し１します

平 成 ２０年 度 会費｛平 庇２０年 蓼 月 １ 目 一 平 成２１年 呂 月ヨ１ 日 仰 諸 活 動 に 伴う 会 費 で す〕の 納 入 を お 願 い い た し ま す。な お
、

過 年 度 分 に つ き ま し て も、 ぜ ひ 納 入 を お 廟 い 申 し 上 げま す （該 当 さ れ る 会 貝 様 に 今 回 振 込 票 を 同 封 さ せ て い た だ きま

Ｌ た が、 入 金 碓 認 の 時 間 差 も あ る こ と か ら、 既 に ご 人 金 い た だ い て お り ま す 場 合 は、 悪 し か ら ず ご 容 赦 く だ さ い〕。

偏集饅記

新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 騒 動 が、 連 休 後 の 日 本 列 島 を 大 ま

く 揺 ら しヨ≡し た回 感 染 者 の 報 告 は 関西 を 中 心 に， 東 北 か

ら九 州 ま で こ の 原 稿 を 書しｒて い る 問 にも 広 範 囲 に 広 が っ

て い ま す出 ウ ィ ル ス の 特 性 や 感 染 経 暗 が 明 確 で 君しｒだ け

に、 該 当 地 域 ω 住 民 や 医 療 関 係 者 の 方 々 も 不 安 を 感 じ て

い る こ と と 思 い ま す。 ま た、 風 評 被 害 や 経 済 へ の 影 響 な

ど も 含 め， 正 体 の 見 え なしｒ侵 入 者 に対 する 社 会 の 脆 弱 さ

も 実 感 し， 目 頃 か ら の 健 康 管 理 や 災害 に 対 す る 備 え に 加

え、 正 しい 情 報１こ基 づ 吉 行 動 で き る 姿 勢 が 必 要 で あ る こ

と 在 痛 感 してし、ま ず。

こ の ニ ュ ー ス レタ ー が お 手 元１こ届 く 頃 に は 日 本 中 梅 雨

入 Ｏｌ〔な っ てＬ、る 頃 で し一＝う。 台 年 は カ う フ ル な レ イ ン

グ ッ ス が た ＜ さ ん 出 回 っ てＬ、ま す。 水 た ま り 在 蹴 飛 ば す

よ う１＝、 憂 う つ な 気 分 在少 し で も 吹 き 飛 ば し た い で す ね由

（広 報 委 員一野 澤 芙 江 子、塩 沢 直 美、林 は る 研、安 成 智 子〕

目本生殖看護学 会

］丑ｐ田ｎ田 Ｅ Ｓｏ〔ｉｅｔｙ ｏｆ Ｆ趾ｔｉｌＩｔ｝ Ｎｕ岨ｉｎｇｌＪＳＦＮ

〒 ｌＯ生Ｏ０４４ 東 京 都 中 央 区 明 万 町 １０－１

聖路加看 護大学内
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